
2015年、「うんち教室」が日本トイレ大賞　女性活躍担当大臣・男女共同参画担当大臣賞を受賞しました。
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　生活が整っているかどうかを見て確かめられるものとして「排便」があ
ります。排便の大切さを、楽しく心に残るような指導法がないかと探し、
うんち教室とめぐりあいました。2 年生で実施したうんち教室では、食事
（栄養）との関係から迫ろうと、栄養士とチームティーチングで行いました。
始めは恥ずかしそうだった子供たちも、うんちの種類、うんちができるまで、
キラキラうんちに会う秘密、と話を進めるうちに目が輝いてきました。うん
ち教室を通して、「排便は、恥ずかしいものではない、食べたら出るのが
当たり前、自分の生活や健康状態のバロメーターだ」など、体にとって大
切なものなのだとわかったようです。

渡部美智子先生の感想 　（足立区立東伊興小学校　主任養護教諭）

　うんち教室をより多くの児童に届けるための仕掛けとして「うん
ち教室研修会」をスタートしました。養護の先生にうんち教室のノ
ウハウを習得していただき、自身の小学校でうんち教室を実施して
もらうことを目的としています。この研修会は、うんち教室の実施
内容や方法以外にも、教育、栄養、排便の専門家の講義のほか、ワー
クショップ形式で「うんち教室」のプログラムについて自由に意見
交換し、より効果的なプログラムをつくる参考にしていただいてい
ます。過去6年間で134校、計13,868人にうんち教室を受けてもら
うことができました。教育委員会、一般教諭、養護教諭等と連携し、
より多くの児童にうんち教室を届けられるよう努力していきたいと
考えています。

　2014年のうんち教室に参加した児童に「うんち日記」を配布し、記録してもらいました。152人の７日間のうち排便
があった日数を集計した結果、３日以上うんちが出ない日が続く児童が18.4％（図１）いることが分かりました。３日
以上うんちが出ない児童の内訳を図２に示します。７日間うんちが出ない児童もいました。うんちは毎日出ることが望
ましいですが、２～３日に１回だとしても、すっきり出て調子がいいのであれば良いと思います。ですが、一週間に３
日以上出ない日が続くのは心配です。子どもの排泄環境や排泄習慣の大切さを認識し、これらの改善を通して子どもの
健康をサポートしていくことが必要だと考えています。（調査：日本トイレ研究所、王子ネピア）

2009年から始まった “うんち教室研修会” 子どもたちのうんち事情

　うんち教室の実施前と実施 1週間後に、児童にアンケートを行いました。アンケート結果を以下に示します。

うんち教室の効果

小澤紀美子先生からのメッセージ
（東京学芸大学名誉教授 　子ども環境学会理事 ） 

Ｑ１．うんちをすることは、大切だと思いますか？「思う」と回答した児童が実施前は76.8％だったのに対し、実施
　後は81.6％になった。

Ｑ２．自分のうんちの色や形をチェックしていますか？「毎回」と回答した児童が実施前は27.0％だったのに対し、
　　　実施後は39.3％になった。
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～うんちは身体からのお便り～
　子どもたちが生活の大半を過ごす学校空間は、子どもの固有の空間要求を
満たすものでなければなりません。その中でもっとも大事なのが排泄環
境としてのトイレです。
　8 歳くらいまでに生活習慣として排泄リズムを身体感覚として覚え込
ませておくこと、具体的には、人間の命をつないでいる食べものを口から
とりいれる食育だけでなく、摂ったらうんちを出すこと、快便の感覚を
知ることも大事な学習です。そこで学校に出向き、子どもたちにうんち教
育を行い、健康なうんちが出る仕組みを学ばせ、その指導の仕方を先生た
ちへ研修として実践し、子どもの健康を保護者だけでなく、学校関係者など
がしなやかにサポートしていく「うんち教室」「うんち教室研修会」の活動
と、子どもたちの輝く笑顔が広がることを願っています。
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うんち教室
アルバム



小児神経科医。東京ベイ・浦安市川医療センター
ＣＥＯ。睡眠を脳機能評価手段の一つとする試みに
取り組む。子どもたちの遅寝遅起に衝撃を受け、子
どもの早起きをすすめる会の発起人に。日本睡眠学
会理事など。



学習院女子大学講師。食育を通してうんちの授業
を実践。前任の荒川区立ひぐらし小学校では、主
査栄養士として全学年で食とうんちを学ぶ総合教育
を行ってきた。

運動発達学。山梨大学教育人間科学部教授。子ど
もの遊びの重要性に関する研究の第一人者。文部科
学省中央教育審議会スポーツ・青少年分科会スポー
ツ振興に関する特別委員会。ＮＨＫ教育「あさだ！
からだ！」監修など。



国立研究開発法人 理化学研究所 イノベーション推

進センター 瓣野 特別研究室。農学博士。40年以上
にわたって腸内細菌学・微生物分類学の研究に取り

組んでいる。
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